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核融合炉液体ブランケットでの適用が検討されている機能性セラミックス被覆に対して、回転流動場および

循環ループにおける液体リチウム鉛曝露試験を実施し、流動環境における腐食挙動を調べた。 
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1. 緒言 

高熱効率、低コストの先進ブランケットとして検討が進められている液体金属ブランケットでは、トリチ

ウム透過低減や腐食低減など、過酷な環境で様々な機能を発揮する被覆を設置することが検討されている。

近年、種々のセラミックス被覆を用いて高い水素同位体透過低減性や静置場リチウム鉛共存性等が示されて

いるが、実機への適用に向けて、流動環境における腐食の評価を進める必要がある。そこで本研究では、回

転流動場と循環ループを用いた流動液体リチウム鉛曝露試験を通して、機能性被覆の腐食挙動を調べた。 

2. 実験手法 

低放射化フェライト鋼 F82H 板材および円柱材に対し、熱処理で酸化クロム層を形成させた後、酸化ジル

コニウム（ZrO2）単層被覆および酸化エルビウム（Er2O3）と ZrO2を積層した Er2O3-Er2O3-ZrO2-ZrO2（EEZZ）

複層被覆を有機金属分解法で作製した[1]。板材試料については、回転翼に固定した状態で分速 200 回転（相

対流速 6.4 cm/s）、550 °C、100～2000 時間の回転流動場で、円柱試料は液体リチウム鉛循環ループ PICOLO に

おいて流速 1 cm/s以下、550 °C、約 2000時間で実施した。試験後の表面および断面を走査型電子顕微鏡（SEM）

で観察、およびエネルギー分散型 X 線分光法で元素分析を行った。 

3. 結果と考察 

図に、550 °C、1000時間の回転流動場Li-Pb曝露試験を行ったZrO2単層試料およびEEZZ複層試料の表面

SEM像を示す。単層試料では大規模な剥離が見られたが、複層試料では剥離や亀裂などの劣化は見られ

なかった。また、膜厚が100時間の曝露後に1.4

～1.8倍になったが、500時間後は増加ごと比較

して50 nm程度減少したことから、腐食生成物

層が生成し、その後流動により剥離したと考え

られる。発表では、循環ループでの曝露試験の

結果とあわせて議論する。 
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図 550 °C、1000 時間の回転流動場 Li-Pb 曝露試験後

の被覆試料の表面 SEM 像 (a) ZrO2 (b) EEZZ 
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